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一 般 質 問 一 般 質 問

協働で行う新河岸川清掃活動

※デジタルサイネージ＝電子看板

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
指
針
に
は
、
後
援
、
補
助
、

共
催
な
ど
協
働
の
6
つ
の
形

態
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事

例
の
基
準
や
件
数
な
ど
を
情

報
公
開
す
べ
き
。 

後
援
に
は
、
あ
る
程
度

明
確
な
定
義
づ
け
が
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
は
基
準
が

な
く
、
ま
た
事
例
や
課
題

も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
こ

れ
ら
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
議
論
を
重
ね
る
。 

元
号
改
定
で
混
乱
は　

起
き
な
い
か 来

年
5
月
に
改
元
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
混
乱
は

な
い
の
か
。  

市
の
文
書
は
す
べ
て

西
暦
で
デ
ー
タ
保
存
さ
れ
、

和
暦
へ
の
変
換
で
問
題
は

発
生
し
な
い
。
ま
た
市
へ

の
文
書
な
ど
和
暦
、
西
暦

の
い
ず
れ
で
申
請
さ
れ
て

も
受
け
付
け
る
。

市
と
教
育
委
員
会
の　

連
携  総

合
教
育
会
議
の
成
果

は
何
か
。

双
方
が
意
見
交
換
の

場
と
し
て
有
効
と
考
え
て

い
る
。
教
育
振
興
計
画
策

定
を
は
じ
め
、
学
区
の
再

編
、
発
達
に
課
題
の
あ
る

児
童
へ
の
支
援
な
ど
連
携

を
進
め
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
書
体
の
活

用
で
見
や
す
さ
向
上

島
田
和
泉 

議
員

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
の

公
開
推
進
を

鈴
木
啓
太
郎 
議
員

市
街
化
調
整
区
域
の

公
共
下
水
道
の
整
備

伊
藤
初
美 
議
員

デ
ジ
タ
ル
広
報
誌
や
デ※

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
活

用
の
可
能
性
は
。

市
の
障
が
い
者
プ
ラ
ン

に
お
い
て
位
置
付
け
、
全
庁

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
市
報
を
は
じ
め
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）

を
推
進
し
、
U
D
書
体
そ
の

も
の
の
認
知
度
を
上
げ
て
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
情

報
を
多
く
の
方
に
発
信
し
て

い
く
。

よ
り
効
果
的
な
中
小
企

業
支
援
の
推
進

生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
を
活
用
し
た
中
小
企
業
支

援
策
や
、
そ
の
他
の
支
援
事

業
等
も
含
め
た
情
報
公
開
の

必
要
性
は
。 

引
き
続
き
中
小
企
業
支

援
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る

な
ど
情
報
提
供
を
進
め
る
。

障
害
児
通
所
受
給
者
証

の
交
付
の
適
正
化 交

付
事
務
な
ど
改
善
の

可
能
性
は
。

今
後
も
保
護
者
へ
の
制

度
周
知
の
徹
底
を
図
り
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
児
童
発
育
・

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
を
密
に
取
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
受
給
者
証
交
付

に
向
け
た
制
度
運
営
を
行

う
。

未
整
備
地
域
の
現
状

は
。 

市
街
化
区
域
に
隣
接

し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
の

希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
荒
川

右
岸
下
水
道
事
務
所
と
協
議

し
、
許
可
が
得
ら
れ
た
と
こ

ろ
を
整
備
拡
大
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
が
認

可
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
合

併
浄
化
槽
に
、
維
持
管
理
費

の
助
成
は
で
き
な
い
か
。 

清
掃
や
保
守
点
検
な
ど

の
受
検
率
は
県
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
、
課
題
で
あ
る
。

啓
発
に
取
り
組
む
が
、
市
単

独
の
助
成
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
税
減
免

の
拡
大
を 多

子
世
帯
に
対
す
る
均

等
割
の
減
免
を
申
請
な
し
で

で
き
な
い
か
。 

保
育
料
軽
減
事
業
も
同

じ
よ
う
に
申
請
を
必
要
と
し

て
い
る
の
で
、
同
様
と
す
る
。

対
象
年
齢
を
所
得
の
な

い
22
歳
の
学
生
ま
で
拡
大

を
。

試
算
で
は
対
象
人
数
が

67
人
増
え
る
。
必
要
な
財
源

は
約
２
６
８
万
円
と
な
り
、

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

バ
ス
停
留
所
の　
　
　

安
全
対
策 安

全
の
た
め
に
屋
根
付

き
待
合
所
の
新
設
が
で
き
な

い
か
。整

備
を
行
う
の
は
原
則

と
し
て
バ
ス
事
業
者
な
の

で
、
要
望
し
て
い
く
。

書体比較

西原住宅前のバス停

集
会
所
及
び
公
民
館
分

館
を
地
域
福
祉
の
相
談
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
は
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
福
祉

的
拠
点
が
あ
れ
ば
安
心
に
つ

な
が
る
。
地
域
福
祉
の
拠
点

づ
く
り
の
観
点
も
含
め
、
総

合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
供
養
と
住
み

よ
い
地
域
の
両
立
を

ペ
ッ
ト
霊
園
は
必
要
な

施
設
で
あ
る
一
方
、
地
域
と

の
折
り
合
い
が
必
要
な
施
設

で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防

止
の
観
点
か
ら
、
既
存
事
業

者
と
相
談
し
つ
つ
条
例
制
定

を
し
て
は
。 

制
定
に
向
け
て
研
究
し

た
い
。

共
生
社
会
の
実
現
を 成

年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
根
拠
と
し
て
、

権
利
擁
護
条
例
の
制
定
を
。

条
例
制
定
に
向
け
、
セ

ン
タ
ー
と
あ
わ
せ
て
準
備
を

加
速
さ
せ
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い

未
来
を 子

ど
も
の
未
来
応
援
プ

ラ
ン
の
施
策
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
庁
内
推
進
会

議
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
策
の

実
行
チ
ー
ム
が
必
要
で
は
。

作
業
部
会
も
し
く
は
分

科
会
を
つ
く
り
、
４
つ
ぐ
ら

い
の
課
を
集
め
て
柱
の
施
策

を
推
進
し
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
歩
道
を
安
全
に

川
畑
京
子 
議
員

地
域
福
祉
計
画
を
進
め

持
続
可
能
な
自
治
組
織
を小

林
憲
人 

議
員

公
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

民
部
佳
代 

議
員

交
差
点
付
近
の
転
倒
防

止
の
安
全
対
策
は
。 

全
て
の
歩
道
を
段
差
の

少
な
い
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
へ

改
修
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
転
倒
防
止
策
に
つ
い
て

点
検
を
実
施
し
、
段
差
が
あ

り
転
倒
す
る
危
険
が
あ
る
場

合
に
は
速
や
か
に
修
繕
を
行

う
よ
う
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
を カ

ー
ド
の
交
付
、
普
及

状
況
は
。 

昨
年
4
月
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
申

請
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
交
付
率
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
平
成
30
年
5
月
末

現
在
の
交
付
枚
数
は
１
万
４

7
4
6
枚
、
交
付
率
は
13
・

0
%
で
あ
り
、
県
平
均
11
・

3
%
を
上
回
っ
て
い
る
。

成
人
の
発
達
障
が
い
者

の
支
援
を 相

談
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

障
が
い
福
祉
課
、
障
が

い
者
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
相
談
窓

口
と
な
っ
て
い
る
。

相
談
に
来
な

い
人
へ
の
対
応
は
。

発
達
障
が
い

の
特
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、

状
況
に
応
じ
て
訪

問
支
援
も
実
施
し

て
い
る
。

税
や
水
道
料
金
な
ど
、

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
い
た
い
」
と
い
う
声
が
あ

る
。
導
入
の
予
定
は
。

将
来
的
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
と
考
え
て
い
る
。
費
用

対
効
果
な
ど
を
研
究
し
検
討

す
る
。

民
泊
新
法
へ
の
対
応 市

内
に
民
泊
と
思
わ
れ

る
物
件
が
あ
る
。
民
泊
は
県

へ
の
届
け
出
が
必
要
。
市
内

の
届
け
出
件
数
は
。 

届
け
出
は
な
い
。

民
泊
の
ご
み
は
ど
う
い

う
扱
い
か
。

事
業
系
ご
み
に
な
る
。

無
届
け
民
泊
や
ご
み
の

問
題
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
い
い
の
か
。

産
業
振
興
課
が
窓
口
と

な
り
、
担
当
課
に
つ
な
ぐ
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度 同

性
カ
ッ
プ
ル
が
生
涯

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
同
一

世
帯
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

周
囲
か
ら
は
家
族
と
し
て
扱

わ
れ
な
い
、
生
命
保
険
の
受

取
人
に
な
れ
な
い
な
ど
問
題

が
あ
る
。
渋
谷
区
な
ど
で
は

婚
姻
関
係
と
同
等
の
関
係
に

あ
る
こ
と
を
公
的
に
証
明
す

る
制
度
が
で
き
、
近
年
、
大

手
企
業
の
福
利
厚
生

制
度
や
保
険
会
社
で

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を

容
認
す
る
動
き
が
あ

る
。
市
も
検
討
を
。

当
事
者
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
な
ど

含
め
、
調
査
研
究
を

進
め
た
い
。

バリアフリー化された歩道

地域の集会施設


